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日 本 に 分布す る コ ナ ガの寄生蜂相 と発生消長
の

農林水産省東北農業試験場 野

は じ め に

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 を 加 害 す る 鱗 麹 白 書 虫 の コ ナ ガ

(Plutella 勾Ilostella (L.) ) は ， 殺虫剤抵抗性 を 高度 に 発

達 さ せ て い る た め ， 殺虫剤 に よ る 防除が困難 に な っ て い

る 。 ま た近年で は， 昆虫成長制御剤 (IGR) や BT 剤 と

い っ た 新規の殺虫剤 に 対 し て も 抵抗性個体群の 出 現が報

告 さ れて い る (浜， 1992) 。 こ の た め ， 殺虫剤 に 頼 ら な

い 防除法 と し て 天敵 を 用 い た 生物的防除法が見直 さ れつ

つ あ る 。 卵寄生蜂の利用 に 関 し て は 試験が行わ れて い る

が， ま だ実用化の レ ベル に は達 し て い な し 当。 大量放飼の

よ う な生物農薬的利用 は別 と し て ， 土着の寄生蜂の活動

を 支援す る よ う な 方策 を 考 え る 場合， 野外で ど の 時期 に

ど の種類の天敵が どれ く ら い活動 し て い る か を地域別 に

的確 に 把握 し て お く こ と が重要であ る 。

わ が 国 に お い て コ ナ ガ に 寄生 す る 寄生蜂相 に 関 し て

は ， 西 日 本 を 中 心 に い く つ か の 報 告 が あ る ( 岡 田，

1989 ; HIRASHIMA e t  a l . ，  1989 な ど) 。 し か し ， 北 日 本 に 関

し て は こ れ ま で ま と ま っ た 報告が な か っ た 。 そ こ で筆者

ら は， 北東北地方 に 分布す る コ ナ ガ の 寄生蜂相 と そ の発

生 消 長 を 報 告 し た が (野 田 ら ， 1996 a， 1996 b) ， 本稿

で は こ れ ら を含む既往の文献お よ び新た に 日 本各地か ら

集 め た 情報 に 基づ い て ， 日 本 に 分布す る コ ナ ガ の寄生蜂

相 と そ の発生の特徴 に つ い て 解説す る 。

本文 に 入 る に 先立 ち ， 寄生虫条の分布調査 に ご協力 い た

だ い た 各都道府県関係者の 方々 ， 寄生蜂 を 同定 し て 下 さ

っ た 農業環境技術研究所小西和彦氏， 森林総合研究所前

藤薫博士， 元北海道立林業試験場上傑一昭博士， な ら び

に 原稿 を読 ん で下 さ っ た 東北農業試験場宮井俊一博士 に

厚 く お 礼 申 し 上 げ る 。

I コ ナ ガの寄生蜂相

こ れ ま で に わ が国 で コ ナ ガ に 寄生 し た 記録が あ る 寄生

蜂 を 科別 に 表 I に 示 し た 。 以 下 で は 寄生 ス テ ー ジ 別 に

主 な種の分布実態 に つ い て述べ る 。

1 卵寄生蜂

卵寄生蜂 と し て は， タ マ ゴ ヤ ド リ コ パチ科の メ ア カ タ
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マ ゴ パ チ Trichogramma chilonis が本州 で記録 さ れ て

い る (伊賀， 1985 ; 岡 田， 1989) 。 ま た 平井 (1988) は ，

岩手県盛岡市東北農業試験場の キ ャ ベ ツ 畑 で採集 さ れた

コ ナ ガ 卵 か ら ア ゲ ハ タ マ ゴ パ チ Trichogramma

ρaPilionis を 記録 し て い る が， メ ア カ タ マ コ'パ チ の 寄生

は確認 さ れて い な い 。 平井 ( 1987) は調査年 は 異 な る も

の の 同 じ 闘場 内 の ダ イ ズ畑で， マ メ シ ン ク イ ガ の 卵 に メ

ア カ タ マ ゴパ チ が寄生 し て い た こ と を 報告 し て お り (最

高で 30%以上) ， メ ア カ タ マ ゴパ チ が分布 し て い る に も

かかわ ら ず コ ナ ガへ の 寄生が確認 さ れ な か っ た 点 は疑問

が残 る 。 こ れが寄生の年次変動 の範囲 内 に 収 ま る 現象 な

のか， あ る い は種内系統の存在 を 示唆す る の か は慎重 に

検討す る 必要があ る だ ろ う 。 三浦 ( 1995) は， メ ア カ タ

マ ゴパチ が コ ナ ガ の 生物的防除の 有力素材で あ る こ と を

明 ら か に し た が， 大量増殖 の 開始 に 用 い る 系 統 を 選択す

る に 当 た っ て は， 寄主選好性 を 考慮す る こ と が必要 と 恩

わ れ る 。

2 幼 虫寄生峰

ヒ メ パ チ 科 の ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ ア メ パ チ

CDiadegma nかonica KUSIGEMATI) は 北海道 と 鹿児 島 県 で

採集 さ れた 標本 に 基づ い て KUSIGEMATI ( 1 993) に よ り 新

種 と し て 記載 さ れた蜂で， こ れ ま で に確認 さ れた 上記以

外の分布地 は青森， 岩手， 東京， 福井， 京都， 熊本の 各

都府県 と ほ ぼ全国 に わ た っ て お り ， 恐 ら く 四 国 に も 分布

し て い る で あ ろ う 。 過去 に Diadegma sp. と し て 岐阜，

三重， 兵庫 の 各 県 で記録 さ れ た 蜂 も 恐 ら く Diadegma

niPonica と 思 わ れ， 本種 は 沖縄 県 を 除 く 全 国 に 広 く 分

布 し て い る と 推測 さ れ る 。 た だ し 暖地 で は 発 生 が 少 な

く ， 比較的冷涼 な 地域 に 分布 し て い る よ う であ る 。 ま た

北東北地方 に お け る 調査か ら 判断す る と ， 比較的周 囲 に

林が多 い丘陵地で多 く 寄生が見 ら れ， 聞 け た 平地や市街

地で は ほ と ん ど寄生が見 ら れ な い。 Diadegma 属 の 寄生

蜂 は ， 本種以外 に HIRASHIMA et al.  ( 1989) に よ っ て熊本

県 か ら Diadegma sp. 2 (sp. 1 は そ の 後 D. niponica で

あ る こ と が判明) が記録 さ れ て い る が， 個体数が少 な く

分布 も 限 ら れて い る も の と 思わ れ る 。 コ ナ ガ サ ム ラ イ コ

マ ユ パチ ( Cotesia Plutellae (KURDJUMOV) ) は 旧北 区 に 広

く 分布す る 蜂で， コ ナ ガ 防除の 目 的 で各国 に 導入 さ れて

い る 。 わ が国 で は WATANABE ( 1963) に よ り 三重 県 で コ

ナ ガへの寄生が確認 さ れた の が最初の 記録で， 以後北海
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表 - 1 日 本で コ ナ カ事への寄生が確認 さ れた一次寄生蜂

寄生ス テ ー ジ 寄生が記録 さ れた地方 文献a，
ヒ メ ノ fチ 手斗

Diadegma niponica KUSIGEMATI 幼虫 北海道， 本州、1 . 九州 2. 4. 6. 8. 1 2. 13. 15 

ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ ア メ パチ

Diadegma sp . 幼虫 九州 (熊本)

Diadromus subtilicornis 嫡 北海道， 本什1. 四 国， 九州 2. 4. 8. 1 2. 1 3. 16. 1 7. 18. 

(GRAVENHORST) 20 

コ ナ ガ チ ピ ヒ メ ノ fチ

白問brus ruficoxatus (SONAN)  踊 本州 (岩手， 秋田) 13 

ltoρlectis alternans ゆectabilis 踊 本州， 九州 4. 10. 12  

(MATSUMURA) 
マ ツ ケ ム シ ヒ ラ タ ヒ メ ノ f チ

ltoplectis naranyae (ASHMEAD) 蝋 本件I (三重) 10 

ア オ ム シ ヒ ラ タ ヒ メ ノ ぐチ

Pi附lりla niPponica (UCHIDA) 煽 本州， 九州 4. 12. 22 

チ ピ キ ア シ ヒ ラ タ ヒ メ ノ fチ

コ マ ユパ チ科

Cotesia plutellae (KURDJUMOV) 幼虫 北海道， 本州， 四 国， 九州、1 . 1 . 2. 4. 7. 8. 10. 1 1 .  12. 
コ ナ ガサ ム ラ イ コ マ ユ パ チ 沖縄 13. 14. 15. 16. 17. 18. 19. 

21. 22 

Meteorus pulchricornis (WESMAELl 幼虫 本州 (三重) 14 

ギ ン ケ ハ ラ ボ ソ コ マ ユパ チ

Agathis sp . 幼虫 北海道 15 

Dolichogenidea sp 幼虫 沖縄 8 

Micropltお sp . 幼虫 本州 (岩手) 12 

ア シ プ ト コ パチ科

Brachymeげ'a excariana GAHAN 幼虫 本州 (三重) 10 

チ ピ ア シ プ ト コ パチ

コ ガ ネ コ パチ科の l 種 幼虫~蝋 九州 (鹿児島) 18  

ヒ メ コ パチ 手斗

Oomyzus sokolo叩skii (KURDJUMOV) 幼虫~踊 北海道， 本州、1 . 四 国， 九州， 1 . 2， 8. 12. 14. 16， 17， 2 1  

コ ナ ガ ヒ メ コ ノ Tチ 沖縄
タ マ ゴ ヤ ド リ コ ノ fチ干ヰ

Trichog叩mma chilonis ISHII 卵 本州 5. 14  

メ ア カ タ マ ゴノ f チ

Trichogramma paPilionis 卵 本州 (岩手) 3 

NAGARKATTI 
ア ゲハ タ マ ゴノ f チ

叫 : 1 : 二井 ら (1989) ， 2 : 林田 (私信) ， 3 : 平井 ( 1988) . 4 : HmAsHIMA e t  al . ( 1989) . 5 : 伊賀 ( 1985) ， 6 : 伊賀 (私

信) . 7 : 北 内 ・ 野上 ( 1984) . 8 : 小島 (未発表) . 9 : KUSIGEMATI ( 1993) . 10 : MATSUURA ( 1977) . 1 1  : 根本 (私信) .

12 : 野田 ら (1996 a ) .  13 : 野田 ら (1996 b) . 14 : 岡 田 (1989) . 15 : 桶回 (私信) . 16 : 罫篠 (私信) ， 17 : 高篠 (私信) .

18 : 田 中 ら (1991 ) . 19 : 富樫 ・ 高 ( 1987) . 20 : 植松 (1988) . 21 : 植松 ら ( 1987) . 22 : 山 田 ・ 山 口 ( 1985)

道か ら 沖縄県 に い た る 全国 で コ ナ ガへ の寄生が報告 あ る

い は確認 さ れて い る 。 コ ナ ガ ヒ メ コ パチ ( Oomyzus so. 

kolowskii (KURDJUMOV) ) は ， 幼虫 に 寄生 し て 煩か ら 羽化

す る 多寄生性の蜂で， 世界中 に 広 く 分布 し て お り ， わ が

国 で も 北海道か ら 沖縄県 ま で 日 本全国 に 分布 し て い る 。

以前 は ， 本種 は Tetrastichus 属 に 入れ ら れて い た が， 属

が細分化 さ れて Oomyzus 属 に 移 さ れ た 。 本種 は 後述す

る よ う に コ ナ ガ の一次寄生者で あ る ばか り で な く ， コ ナ

ガ サ ム ラ イ コ マ ユパ チ の繭か ら も 羽化す る 随時二次寄生

者であ る 。

3 煽寄生瞬

コ ナ ガ チ ビ ヒ メ ノ f チ (Diadromus subtilicornis 

(GRAVENHORST) ) は， 過去 に 北海道， 青森， 岩手， 秋 田 ，

東京， 山梨， 長野， 福井， 京都， 香川 1 ， 熊本， 宮崎， 鹿

児島， 沖縄の 各都道府 県 で記録 さ れ て い る 。 1990 年以

前 に Diadromus collaris と し て 岐阜， 三 重， 大 分 各 県

で コ ナ ガ へ の 寄生 が 報 告 さ れ た 種 は， D. subtilicornis 

の誤同定であ る 可能性が高 い 。 な ぜ な ら ， D. .collaris と
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表 - 2 日 本で記録 さ れた コ ナ ガの二次寄生蜂

ヒ メ ノ 、fチFヰ

ItoPlectis alternans ゆeclabilis

(MATSUMURA) C' 
マ ツ ケ ム シ ヒ ラ タ ヒ メ ノ fチ

Pimpla niPponica (UCHIDA) c' 

チ ビ キ ア シ ヒ ラ タ ヒ メ パ チ

A cloryta sp 

Bathytf.げな sp .

Mesocho円IS Sp . 

ヒ ゲ ナ ガ ク ロ パチ科の l 種

ア シ プ ト コ パチ科

Bmchymeria ι坑G円"ana GAHANc， 
チ ピ ア シ プ ト コ パチ

カ タ ビ ロ コ パ 白チ干ヰ

Eurytoma sp . 

コ ガ ネ コ ノ fチ 手ヰ

Habrocytus Phycidis ASHMEAD 
Trichomalo戸sis apanteroclena 

(CRAWFORD) 
ア オ ム シ コ マ ユ コ パチ

Trichomalopsis 0ηIzae KAMIJO et 

GRISSELL 
Dibrachys sp 

ヒ メ コ ノ fチ平斗

寄主 の一次寄生蜂剖 寄生が記録 さ れた府県 文献同

D .  niPoniω 岩手県

D .  niPonica 岩手県

C .  plutellae 岩手県

C . ρlutellae 岩手県

C .  plutellae 岩手県， 三重県
Diadegma sp . 三重県

Diadegma sp . 三重県

12 

12 

12 

12  

10. 12  

14 

10. 1 4  

C .  plutellae 岩手県， 福井県， 京都府 2. 8. 12. 18  

鹿児島県

Diadegma sp . 三重県 14 

C .  plutellae 三重県， 鹿児島県 14. 18 

C . ρlutellae 岩手県 12 

C ρlutellae 岩手県 12 

つ 三重県 22 

Oomyzus sokolowskii (KUIWJUMOV) c， C . ρlutellae 岩手県， 福井県 8. 1 2  

コ ナ ガ ヒ メ コ ノ fチ

Pediobius orientalis (CRAWFORD) C . ρlutellae 岩手県 12 

a) : 寄主 の繭か ら 羽化.
b) : 表ー 1 の脚注参照.

c) : 随時二次寄生峰.

し て 記録 さ れ た 蜂 は こ れ ら の 報告 で は 夏 季 の 寄生率が

30�70% と 高 か っ た に も か か わ ら ず， HIRASH IMA et  al. 

( 1989) が行 っ た 広範囲 の 調査 で は 発見 さ れ ず， そ の 後

も 採集報告がな い か ら であ る 。 マ ツ ケ ム シ ヒ ラ タ ヒ メ パ

チ Utoρlectis alternans sþectabilis (MATSUMURA) ) は そ

の名 の と お り マ ツ カ レハ を初 め と す る 多種の鱗麹類の蝋

に 寄生 し ， 岩手， 三重， 熊本各県 で コ ナ ガの踊か ら 羽化

し た 報告が あ る 。 ま た 岩手 で は ， D. n争onica の繭か ら

羽化 し た こ と か ら 随時二次寄生者で も あ る こ と が明 ら か

に な っ て い る 。 チ ビ キ ア シ ヒ ラ タ ヒ メ ノ T チ (Pimpla

nipponica (UCHIDA) ) は コ ナ ガ 等 の 鱗麹類の 嫡 に 寄生 す

る が， ニ ホ ン コ ナ ガヤ ド リ チ ピ ア メ パチ に 寄生す る 随時

二次寄生者で も あ り ， 岩手， 岐阜， 三重， 熊本各県で記

録 さ れ て い る ( た だ し 岐阜， 三 重 両 県 で は シ ノ ニ ム の

Coccygominus nかρonicus と し て 記載) 。 ヒ メ ノ f チ の 一

種 Gambrus ruficoxatus (SONAN ) は ， 過去 に イ ネ ド ロ オ

イ ム シ か ら 羽化 し た 記録が あ る が， 最近岩手， 秋田両県

で コ ナ ガ の婦か ら の 羽化が報告 さ れた 。

な お蜂で は な い が上述 し た 以 外 に ， ヤ ド リ パエ の一種

Nemorilla maculosa (MEIGEN) が沖縄県 で採集 さ れた コ

ナ ガ の幼虫 と 踊 か ら 羽化 し て お り (小島， 未 発表) ， ま

た 鹿児島 県 で は ム ラ タ ヒ ゲ ナ ガハ リ パエ (Bessa selecta 

f昭ax RONDANI) が幼虫~嫡寄生者 と し て 報告 さ れ て い

る ( 田 中 ら ， 1991 ) 。

4 二次寄生虫争

表 2 に は 二次寄生蜂 を 示 し た 。 二次寄生者 に は ， 二

次寄生 し か行わ な い絶対二次寄生者 と ， 一次寄生 と 一次

寄生者へ の 二次寄生 の 両方 を 行 う 随時二次寄生者 が い

る 。 後者 に は前述 し た マ ツ ケ ム シ ヒ ラ タ ヒ メ パチ ， チ ビ

キ ア シ ヒ ラ タ ヒ メ パチ ， チ ビ ア シ プ ト コ パチ ， お よ び コ

ナ ガ ヒ メ コ パ チ が含 ま れ る 。 二次寄生蜂の寄生率が高 く

な る と 生物的防除 を 行 う 上 で は 障害 と な る が， 東北農試
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図- 1 岩手県盛岡市の キ ャ ベ ツ 畑 に お け る コ ナ ガ 4 齢幼

虫の 発生消長 と 主要寄生蜂 に よ る 寄生率の 季節的

変化 ( 1994 年)
・ : コ ナ ガ 4 齢幼虫密度， 口 : ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ

チ ピ ア メ パチ 寄生率， 6 : コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユ パ

チ 寄生率， 0 : コ ナ ガ ヒ メ コ パチ 寄生率 (野田 ら ，

1996 a を改変) .

で こ れ ま で行 っ た 調査 で は 二次寄生が増 え る の は一次寄

生蜂の寄生 ピ ー ク よ り か な り 後で あ り ， コ ナ ガ に対す る

寄生率 に 大 き な影響 を与 え る こ と は な か っ た 。

H 地域別 に 見 た 寄生蜂の発生消長

コ ナ ガ は 日 本全土 に 分布 し て い る が， 北 日 本で は越冬

で き な い地域が あ る 。 ま た 一方で は休眠性 を 持た な い た

め ， 暖地で は冬で も 発生 を繰 り 返 し て い る 。 こ の た め ，

コ ナ ガ お よ びそ の寄生蜂 の 発生消長 に は ， 北 日 本 と 南 日

本で は 違 い が見 ら れ る 。 多 少 の 年次変動 は あ る が， 北 日

本で は 野外で コ ナ ガ密度が上昇 し 始 め る の は 6 月 に 入 っ

て か ら で あ り ， 7 月 の発生 ピ ー ク の 後 8 月 以 降 は低密度

に な る ( 図 ー 1 ) 。 こ れ よ り 南 に 行 く に 従 っ て 密度上昇開

始時期 は早 ま る 傾向が あ り ， 三重県で は 密度上昇開始が

5 月 初 め で ピ ー ク は 6 月 ( 岡 田 ， 1989) ， 鹿 児 島 県 で は

さ ら に 少 し早 く 増加す る と と も に 夏季の減少後秋季 に も

う 一度発生 ピ ー ク が見 ら れ (堀切 ・ 小芦， 1973) ， 冬で

も 世代 を繰 り 返 し て い る

図 1 に 岩手 県盛 岡 市 の 東北農業試験場 キ ャ ベ ツ 圃場

で調べた コ ナ ガ 4 齢幼虫 の株当 た り 密度 と ニ ホ ン コ ナ ガ

ヤ ド リ チ ピ ア メ パチ ， コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユ パチ お よ び

コ ナ ガ ヒ メ コ パチ の 寄生率の季節的変化 を 示 し た 。 ニ ホ

ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ ア メ パチ は 5 月 末か ら 出現 し て 6 月

に は 若干寄生率が上 が る も の の ( 15%以下) ， 7 月 中 旬

に は寄生が見 ら れな く な っ た 。 コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユパ

チ は 5 月 末か ら 寄生 を 開始 し て 7 月 中~下旬 に 寄生率が

高 く な り (20%以上) ， そ の 後寄生率 は下がる が 10 月 ま

で寄生が見 ら れた 。 図 で は 9 月 に も 本種の寄生 ピ ー ク が

見 ら れ る が， こ れ は 採集寄主数が非常 に 少 な か っ た た め

に 起 き た デー タ の振れ と 考 え ら れ る 。 ま た コ ナ ガ ヒ メ コ
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図 - 2 岩手県盛岡市 の キ ャ ベ ツ 畑 に お け る コ ナ ガ の 嫡 の

発生消長 と 主要寄生虫幸 に よ る 寄生率 の 季節的変化
(1994 年)

. : コ ナ ガ嫡密度， 口 : コ ナ ガ チ ビ ヒ メ パチ 寄生率，

ム : コ ナ ガ ヒ メ コ パ チ 寄生率 (野 田 ら ， 1996 a を 改

変) .

パ チ は， 8 月 中 旬 よ り 寄生 を 始 め ， 1 0 月 下旬 ま で ほ ぼ

20�30 % の 寄生率で継続 し て 寄生 し た 。

図 2 に は 同 じ 圃場 で 調 べ た コ ナ ガ の 婦 の 発生 消 長 と

採集 し た 蝋か ら 羽化 し た 一次寄生蜂 2 種 ( コ ナ ガ チ ビ ヒ

メ パチ ， コ ナ ガ ヒ メ コ パチ ) の 寄生率の季節的変化 を 示

し た 。 コ ナ ガ チ ビ ヒ メ パ チ の 寄生 は 6 月 中 旬 か ら 始 ま

り ， 8 月 初 め に 75% に 達 し た 後， 1 0 月 中 句 ま で寄 生 し

た 。 ま た コ ナ ガ ヒ メ コ パ チ の 寄生 が 7 月 下旬 か ら 見 ら

れ， 8 月 中旬�ll 月 下旬 ま で は 40�80% の 高 い 寄生 率

を 示 し た 。 8 月 上旬 か ら 9 月 下旬 に か け て は ， コ ナ ガ の

密 度 は 低 く な り ， 上 記 2 種 に よ る 全 寄 生 率 は 80%�

100% に 達 し た 。

以上か ら 判 断す る と ， ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ ア メ パ

チ は 気温が 20'C 前後の比較的涼 し い 時期 に 寄生活動が

活発であ る が， 夏季の高温 に は弱 く ， コ ナ ガ サ ム ラ イ コ

マ ユパチ ， コ ナ ガ チ ピ ヒ メ パ チ ， コ ナ ガ ヒ メ コ ノ て チ の 3

種 に と っ て は む し ろ 夏季 の 高 温条件が増殖に 好適であ る

こ と が考 え ら れ る 。 ま た ， コ ナ ガが越冬で き な い 寒地で

は毎春移動 し て く る 個体群 に よ っ て 増殖が開始 さ れ る よ

う に ， 寄生蜂 も 南か ら 移動 し て く る 可能性 も あ る の で，

今後越冬の可否 と 移動 に つ い て 調査 す る 必要 が あ る だ ろ

う 。 な お 盛 岡 市 と 同様 の 寄生 消 長 は 北 海 道 (斉藤， 私

信) ， 青森， 秋田両県 に お け る 調査 で も 観察 さ れ て お り ，

北 日 本 に 共通す る も の と 思わ れ る 。

コ ナ ガ の 密度上昇開始時期が暖地へ行 く ほ ど早 く な る

こ と は 前述 し た が， 寄生蜂 の 寄生 に 関 し で も 同様の傾向

が見 ら れ る 。 福井県 の 調査 で は ， コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユ

パチ は 5 月 上旬 か ら ， ま た ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ ア メ

パチ と コ ナ ガ ヒ メ コ パ チ は 5 月 中句 か ら 寄生が見 ら れた

(小島， 未発表) 。 ま た 岡 田 ( 1 989) に よ れ ば， 三重県 で

行われた調査で 4 月 末か ら 始 ま っ た コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ
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ユ パ チ に よ る 寄生 は 6 月 初 め に 早 く も 約 30 % の 寄生率

に 達 し た 。 さ ら に 岩手県 で は 8 月 に 入 ら な い と 上昇 し な

い コ ナ ガ ヒ メ コ パチ に よ る コ ナ ガ婿 の 寄生率が， 三重県

で は 6 月 に 上昇 し 始 め て い る 。 西南暖地で は こ の傾向 は

も っ と 強 く な り ， 宮崎県 で は コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユパチ

は周年， コ ナ ガ チ ピ ヒ メ パチ は 3�10 月 ， コ ナ ガ ヒ メ コ

パチ は 4�12 月 の長期間 に わ た っ て 寄生が見 ら れた (植

松 ら ， 1 987) 。 メ ア カ タ マ ゴパ チ に 関 し て は 寄生消長 を

調べた報告が少 な い が， 東京都で は 4 月 下旬か ら 寄生が

始 ま り ， 5 月 中旬か ら 7 月 に か け て 寄生率が高 く な っ た

後， 活動が弱 ま り な が ら も 1 1 月 上旬 ま で寄生が継続 し

た (伊賀， 1985) 。 ま た 三重 県 に お け る 調査 で は 4�10

月 の長期間 メ ア カ タ マ コ・パチ に よ る 寄生が見 ら れ， 特 に

7 月 に は 50%以上 の 寄生率 に 達 し た ( 岡 田 ， 1989) 。 北

東北地方で は ， 卵寄生蜂 に よ る 寄生率 は非常 に低 く ， 卵

期の死亡要因 と し て は大 き く な い (野田， 未発表) 。

上述 し た情報か ら 考察す る と ， 日 本 に 土着 し て い る コ

ナ ガ の寄生蜂の う ち ， 寄生率が高 く 生物的防除法の有効

素材 と し て 可能性があ る の は， ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ チ ビ

ア メ パチ ， コ ナ ガ チ ピ ヒ メ パチ ， コ ナ ガ サ ム ラ イ コ マ ユ

パチ ， コ ナ ガ ヒ メ コ パチ ， メ ア カ タ マ ゴパ チ の 5 種であ

る と 考 え ら れ る 。 し か し ， 多少寄生率が高 く て も 寄主で

あ る コ ナ ガ の絶対数が多 け れ ば作物の被害 は免れ な い 。

ま た 見掛け上 100 % の 寄生率が得 ら れた と し て も ， 寄主

密度が非常 に低 い条件下 で は ほ と ん ど意味がな い。 実際

の生物的防除 に ど の 種 を 用 い る か は ， 放飼等の手段 に よ

っ て 寄主密度 の 上 昇 を ど の程度抑 え ら れ る か を 基準 に 決

め る のが良い と 思わ れ る 。

お わ り に

本稿の 目 的 は ， 日 本 に 分布す る コ ナ ガ の寄生蜂 に関す

る 最新の情報 を提供す る こ と で あ っ た が， 最初 に述べた

よ う に こ の よ う な知見 は最終的に は コ ナ ガ の生物的防除

法の確立 に生か さ れ る べ き であ ろ う 。 筆者 ら は， コ ナ ガ

が越冬で き な い た め に 発生初期の 密度上昇パ タ ー ン を把

握 し や す し ま た 害虫 の種類， 密度 と も 暖地 に比べて少

な い北東北地方の環境条件 を 生 か し た 生物的防除法の研

究 を行 っ て い る 。 過去 2 年間 に 実施 し た 在来寄生蜂 に よ

る コ ナ ガ密度抑制効果の調査 で は ， ニ ホ ン コ ナ ガ ヤ ド リ

チ ビ ア メ パチ ， コ ナ ガ チ ビ ヒ メ パチ ， コ ナ ガ サ ム ラ イ コ

マ ユ パ チ ， コ ナ ガ ヒ メ コ パ チ の 4 種 が優 占 種 で あ っ た

が， 前述 し た よ う に 寄生率が上昇す る の は 7 月 中旬以降

で密度抑制 に は遅す ぎ た 。 そ こ で次 の ス テ ッ プ と し て ，

よ り 早 い 時期 に 寄主密度抑制能力 の 高 い 蜂 を 人為的 に 放

飼す る 方策 を 考 え て い る 。 放飼す る 蜂の 条件 と し て は，

飼育が容易 で長期間維持 し や す い こ と ， 5�6 月 の 比較

的涼 し い 時期 に も 活発な寄生活動 を 示 す こ と ， な ど が考

え ら れ る 。 今後， こ れ ら の 条件 に 適 し た蜂 を上記の 4 種

か ら 選定 し て い く 予定 で あ る 。 ま た こ れ と は 別 に コ ナ ガ

防除 の 目 的で東南 ア ジ ア 諸国 に 導入 さ れて い る ヨ ー ロ ツ

パ原産の ヒ メ パ チ の一種， Diadegma semiclausum の 野

外放飼実験 を 開始 し て い る 。 こ の蜂 は 現在の と こ ろ コ ナ

ガ以外の寄主が知 ら れて お ら ず， 放飼 さ れた 地域 で は コ

ナ ガ の被害 を 顕著 に 軽減 し て い る 。 東北農業試験場 に お

け る 予備調査 で は ， 本種 を 放飼 し た 6 月 上旬 か ら の 約 1

か月 半 の問， コ ナ ガ 4 齢幼虫 の 株 当 た り 密度 は 4 頭以下

(対照区で は最高 16 頭) に 抑 え ら れた 。 こ の蜂 は 東京都

で は 既 に 野外放飼 さ れて い る ほ か， 福井県 と 京都府で室

内飼育 さ れて お り ， 今後の利用 が期待で き る 。
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